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株主のみなさまには、平素は格別のご高配を賜り厚
く御礼申しあげます。

さて、当社は、平成29年９月30日をもって第104
期中間期を終了いたしましたので、ここに中間の事業
概況をご報告申しあげます。

ご高承のとおり、当社を取り巻く経営環境は建設需要
の拡大に伴う受注競争の激化や労務費・資材費の上昇
傾向が続く状況にありますが、引き続き被災地域の復興
に尽力するとともに、経営課題に対し企業グループの総
力を結集して積極果敢に挑戦し、お客さま、株主のみな
さまからの確固たる信頼を得られるよう企業価値の向上
に努め、さらなる発展を目指す所存であります。

株主のみなさまにおかれましては、なお一層のご理解
とご支援を賜りますよう衷心よりお願い申しあげます。

平成29年11月

ごあいさつ

取締役社長取締役会長
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１．事業の経過および成果
第104期中間期におけるわが国経済は、輸出や生産

が増加基調で推移し、雇用・所得環境の着実な改善を
背景に個人消費が持ち直しているなど、景気は緩やか
な回復基調が続きました。

建設業界においては、公共投資は堅調に推移し、民
間設備投資は企業収益が改善するなかで効率化・省力
化への投資を中心に持ち直しているものの、受注競争
の激化や労務費・資材費の上昇傾向が続く状況となり
ました。

このような状況のもと、当社は、2020ビジョンに
おける成長戦略を踏襲しながらも、今後の環境変化・
リスク等を認識したうえで中期経営方針を見直し、

「スピード感を持った行動による着実な収益確保」を
目標に掲げ、以下の３つの力点に基づく具体的施策に、
企業グループ一丸となって取り組んでおります。

［中期経営方針に基づく主要施策（力点）］
力点①：「安全」・「品質」・「信頼」のユアテックブラ

ンドに磨きをかけていきます
・「安全・品質・信頼は不変の価値である」との

信念を持って、ユアテックブランドを強化
力点②：地域需要を掘り起こす営業活動を強化する

とともに、成長市場への展開を加速します
・当社の事業基盤である東北６県および新潟県に

おける「新築とリニューアルを両輪とした受注

事業の概況

2



拡大」、「購買力・調達力の強化によるコスト競
争力の向上」

・電力工事における「電気事業の変化を見据えた
業務運営体制の構築」

・関東圏における「受注高の安定的な確保と低コ
スト体制の確立」

・海外における「ベトナム事業の再強化とミャン
マー事業の展開の加速」に向けた国内外の組織
強化

力点③：時間管理の意識を高め、働きやすく人を活
かす企業を目指します

・社長を委員長とする働き方改革推進委員会のも
と、「労働時間管理の適正化と実効性のある業
務負荷低減策の推進」

・「多様化する働き方への対応」として「仕事と
家庭の両立支援制度」の整備

［平成32年度（個別）定量目標］
売上高 2,000億円、営業利益 80億円

以上の結果、当中間期の連結売上高は、屋内配線な
どの一般民間工事や配電線などの電力工事が減少した
ことなどにより、949億７千万円（前年同期比6.7％減）
となりました。

また、損益面につきましては、売上高の減少などに
より、連結営業利益は33億５千５百万円（前年同期
比31.3％減）、連結経常利益は37億７千６百万円（前
年同期比23.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純
利益は24億９千７百万円（前年同期比23.4％減）と
なりました。
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２．今後の取組み
わが国経済の先行きは、東アジア情勢の緊迫化など

地政学的リスクの高まりによる影響等が懸念されるも
のの、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策
の効果もあり、景気は緩やかに回復していくことが期
待されます。

建設業界においては、公共投資は関連予算の執行に
より堅調に推移していくことが見込まれ、民間設備投
資は企業収益の改善や成長分野への対応等を背景に増
加していくことが期待されます。その一方、メガソー
ラーなどの再生可能エネルギー関連工事や復興関連工
事は今後徐々に減少していくものと予測されます。

以上のような経営環境を踏まえ、当社は、変化が大
きい今の時代こそ迅速な意思決定と行動により変化を
先取りすべく、スピード感を持った行動で着実に収益
を確保していくとともに、３つの力点に基づく具体的
施策に、企業グループの総力を結集して引き続き取り
組んでまいります。

さらに、当社は、成長戦略2020ビジョンにおける
目標として、「お客さまと地域から信頼され・選ばれ
続けるとともに、従業員が夢と誇りを持てるユアテッ
ク」へ成長することを掲げております。

この目標達成を目指し、当社は、取り組むべき課題・
ターゲットを明確にしたうえで積極果敢に挑戦してま
いります。

今後とも、株主のみなさまにおかれましては、なお
一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申しあげ
ます。
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当社の当中間期受注工事高・完成工事高
（単位：百万円）

区　　分 当 中 間 期
受注工事高

当 中 間 期
完成工事高前年同期増減率（％） 前年同期増減率（％）

屋内配線工事 37,002 △ 1.5 32,025 △ 10.1

配 電 線 工 事 27,550 △ 12.5 27,787 △ 2.6
その他電気・空調管・
情報通信・土木建築工事 43,595 △ 1.4 31,238 △ 5.5

合　　計 108,147 △ 4.5 91,050 △ 6.3

企業グループの当中間期売上高
（単位：百万円）

区　　分 当中間期売上高 前年同期増減率（％）
設 備 工 事 業 93,015 △ 6.9

そ の 他 の 事 業 1,955 5.5

合　　計 94,970 △ 6.7
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中間期連結貸借対照表
（平成29年 9 月30日現在）

（単位：百万円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
流 動 資 産 119,917 流 動 負 債 49,658

現 金 預 金 29,993 支払手形・工事未払金等 27,341
受取手形・完成工事未収入金等 60,883 電子記録債務 9,952
電子記録債権 5,645 短 期 借 入 金 2,710
未成工事支出金 6,902 工事損失引当金 48
そ の 他 16,601 そ の 他 9,606
貸 倒 引 当 金 △ 109 固 定 負 債 22,585

固 定 資 産 63,859 長 期 借 入 金 6,278
有形固定資産 45,403 役員退職慰労引当金 95

建物・構築物（純額） 18,679 退職給付に係る負債 14,281
土 地 16,503 そ の 他 1,931
その他（純額） 10,221 負 債 合 計 72,244

無形固定資産 1,383 純　資　産　の　部
投資その他の資産 17,072 株 主 資 本 113,327

そ の 他 17,282 資 本 金 7,803
貸 倒 引 当 金 △ 210 資 本 剰 余 金 7,819

利 益 剰 余 金 98,470
自 己 株 式 △ 766

その他の包括利益累計額 △ 1,824
その他有価証券評価差額金 328

　 　 土地再評価差額金 △ 1,972
為替換算調整勘定 14
退職給付に係る調整累計額 △ 195

　 　 非支配株主持分 29
　 　 純 資 産 合 計 111,532

資 産 合 計 183,777 負 債 純 資 産 合 計 183,777
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中間期連結損益計算書
自　平成29年 4 月 1 日
至　平成29年 9 月30日

（単位：百万円）
（ ）

売 上 高 94,970
売 上 原 価 82,939

売 上 総 利 益 12,030
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 8,675

営 業 利 益 3,355
営 業 外 収 益

受 取 利 息 107
受 取 賃 貸 料 125
そ の 他 224 457

営 業 外 費 用
遊 休 資 産 諸 費 用 18
そ の 他 17 35
経 常 利 益 3,776

特 別 利 益
投 資 有 価 証 券 売 却 益 63
そ の 他 6 69

特 別 損 失
減 損 損 失 10
固 定 資 産 除 却 損 6
固 定 資 産 撤 去 費 8
そ の 他 1 27
税金等調整前四半期純利益 3,819
法人税、住民税及び事業税 1,340
法 人 税 等 調 整 額 △ 20
四 半 期 純 利 益 2,500
非支配株主に帰属する四半期純利益 2
親会社株主に帰属する四半期純利益 　 2,497
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中間期貸借対照表
（平成29年 9 月30日現在）

（単位：百万円）
資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

流 動 資 産 105,174 流 動 負 債 44,119
現 金 預 金 22,855 支 払 手 形 3,485
受 取 手 形 2,030 電子記録債務 9,952
電子記録債権 5,645 工 事 未 払 金 23,343
完成工事未収入金 57,190 リ ー ス 債 務 944
有 価 証 券 1,000 未払法人税等 1,217
未成工事支出金 5,943 未成工事受入金 2,250
繰延税金資産 2,014 工事損失引当金 48
そ の 他 8,601 そ の 他 2,878
貸 倒 引 当 金 △ 108 固 定 負 債 18,601

固 定 資 産 57,094 リ ー ス 債 務 3,639
有形固定資産 38,433 再評価に係る繰延税金負債 1,423

建物・構築物 17,347 退職給付引当金 13,169
機械・運搬具 323 役員退職慰労引当金 60
工具器具・備品 657 そ の 他 308
土 地 15,490 負 債 合 計 62,721
リ ー ス 資 産 4,007 純　資　産　の　部
建 設 仮 勘 定 608 株 主 資 本 101,191

無形固定資産 762 資 本 金 7,803
投資その他の資産 17,898 資 本 剰 余 金 7,813

投資有価証券 11,366 資 本 準 備 金 7,812
関係会社株式 1,438 その他資本剰余金 0
長 期 貸 付 金 156 利 益 剰 余 金 86,341
破産更生債権等 74 利 益 準 備 金 1,088
長期前払費用 20 その他利益剰余金 85,252
繰延税金資産 4,178 固定資産圧縮積立金 231
そ の 他 868 別途積立金 81,100
貸 倒 引 当 金 △ 206 繰越利益剰余金 3,921

自 己 株 式 △ 766
評価・換算差額等 △ 1,643

その他有価証券評価差額金 328
　 土地再評価差額金 △ 1,972
　 純 資 産 合 計 99,548

資 産 合 計 162,269 負 債 純 資 産 合 計 162,269
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中間期損益計算書
自　平成29年 4 月 1 日
至　平成29年 9 月30日

（単位：百万円）
（ ）

完 成 工 事 高 91,050
完 成 工 事 原 価 80,316

完 成 工 事 総 利 益 10,734
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 7,997

営 業 利 益 2,737
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 288
受 取 賃 貸 料 180
災 害 損 失 引 当 金 戻 入 額 66
そ の 他 115 651

営 業 外 費 用
支 払 利 息 91
遊 休 資 産 諸 費 用 18
そ の 他 13 122
経 常 利 益 3,265

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 6
投 資 有 価 証 券 売 却 益 63 69

特 別 損 失
減 損 損 失 10
固 定 資 産 売 却 損 0
固 定 資 産 除 却 損 4
固 定 資 産 撤 去 費 5
そ の 他 0 21
税 引 前 四 半 期 純 利 益 3,314
法人税、住民税及び事業税 1,061
法 人 税 等 調 整 額 △ 2
四 半 期 純 利 益 　 2,255
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当社の概要
平成29年９月30日現在

設 立 年 月 日　　昭和19年10月10日

資　　本　　金　　78億390万円

従　業　員　数　　3,820名

営　業　種　目

〈設計・施工・保守点検〉

電 気 工 事

屋 内 電 気 設 備 工 事　　発 変 電 設 備 工 事

架 空 送 配 電 線 工 事　　地 中 送 配 電 線 工 事

管　工　事

空 調 設 備 工 事　　給排水・衛生設備工事

情報通信工事

情 報 通 信 設 備 工 事　　情報通信システム構築

防 災 工 事

各 種 消 火 設 備 工 事　　警 報 設 備 工 事

非常用電源設備工事

計 装 工 事

各種プラント計装工事　　空 調 制 御 工 事

土 木 工 事

土 木 一 式 工 事（測水・測量・地質調査も含む）

建 築 工 事

建 築 一 式 工 事　

〈材料販売〉

各種電気工事材料・その他電気機器類
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主要事業所

本　　社	 〒983−	 仙台市宮城野区榴岡四丁目１番１号
	 　8622	 ☎（022）296−2111

東京本部	 〒100−	 東京都千代田区大手町二丁目２番１号
	 　0004	 ☎（03）3243−7111

青森支社	 〒030−	 青森市大字新町野字岡部63番１号
	 　0135	 ☎（017）738−9100

岩手支社	 〒020−	 盛岡市みたけ四丁目10番53号
	 　0122	 ☎（019）641−9311

秋田支社	 〒010−	 秋田市川尻町字大川反233番９
	 　0941	 ☎（018）862−3821

宮城支社	 〒980−	 仙台市青葉区大町二丁目２番25号
	 　0804	 ☎（022）222−9121

山形支社	 〒990−	 山形市大野目三丁目５番７号
	 　0073	 ☎（023）632−3131

福島支社	 〒960−	 福島市伏拝字沖35番１
	 　8580	 ☎（024）546−8141

新潟支社	 〒950−	 新潟市中央区東万代町９番16号
	 　0082	 ☎（025）245−0331

北海道支社	 〒060−	 札幌市中央区北４条西16丁目１番地
	 　0004	 ☎（011）633−3311

東京支社	 〒100−	 東京都千代田区大手町二丁目２番１号
	 　0004	 ☎（03）3243−7111

横浜支社	 〒220−	 横浜市西区北幸二丁目10番27号
	 　0004	 ☎（045）290−9120

大阪支社	 〒541−	 大阪市中央区平野町二丁目２番８号
	 　0046	 ☎（06）6201−1525
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役　　　員
平成29年９月30日現在

取締役会長　　矢　萩　保　雄
取締役社長　　佐　竹　　　勤
専務取締役　　太　田　良　治
専務取締役　　及　川　昌　洋
常務取締役　　丸　山　　　稔
常務取締役　　渡　辺　洋　一
常務取締役　　中　山　哲　克
常務取締役　　小　林　郁　見
常務取締役　　小笠原　達　治
取　締　役　　坂　本　光　弘
取　締　役　　三　井　精　一
取　締　役　　福　井　邦　顯
常勤監査役　　小野寺　雄　一
常勤監査役　　加　藤　裕　之
監　査　役　　山　本　俊　二
監　査　役　　小　野　浩　一
監　査　役　　大　滝　精　一
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株主メモ

1 ．	決 算 期 日

2 ．	定 時 株 主 総 会

3 ．	基 準 日

4 ．	公 告 方 法

5 ．	株 主 名 簿 管 理 人
	 〔	同　連　絡　先	〕

	 〔	ホームページアドレス	〕

6 ．	特別口座の口座管理機関

7 ．	上 場 証 券 取 引 所

8 ．	当社ホームページアドレス

3 月31日

6 月

・定時株主総会権利行使� 3 月31日
・期　末　配　当　金� 3 月31日
・中　間　配　当　金� 9 月30日

当社ホームページに掲載いたします。
ただし、やむを得ない場合は、日本経
済新聞ならびに河北新報に掲載いたし
ます。

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
同社　証券代行部
東京都府中市日鋼町１−１

（注）株主名簿管理人の事務拠点の移
転に伴い、平成29年８月14日付に
て上記のとおり変更しております。

 0120−232−711
http://www.tr.mufg.jp/daikou/

同　　　上

株式会社東京証券取引所

http://www.yurtec.co.jp/
《主な記載内容》
・会社案内
・営業案内
・IR情報
　（有価証券報告書、決算短信、株式情報等）
・電子公告

表紙のデザインに使われているブルー、グリーン、レッドの３色のライン
は、それぞれユアテックの「技術」「創造」「チャレンジ」を表現しております。

裏表紙中央は、当社のマスコット「ユアちゃん」です。「ユアちゃん」は、
アザラシをモチーフにしており、平成３年３月、当社のマスコットとして
デビューしました。
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米ぬか油を使用した環境
配慮型「ライスインキ」で
印刷しています。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。


